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「市長の『誤報』発言についての（回答）」について

久保　新一

柳澤　悠　

　この度は、私どもの04年3月8日付市長宛文書（市長の「誤報」発言について）に対して回答（4月16日付市広聴第104975号）をお寄せ下さり有難うございました。

　まず、市長が、私どもの「東京新聞の報道は『誤報』ではなく『見解』の相違にすぎない」という指摘には敢えて反論されないで事実上「誤報」という認識を撤回され、問題になっている市大「改革」に関する3つの問題点について、あらためて市長の「見解」を示されたことに敬意を表します。

　その上で、再度私どもの同問題に対する幾つかの疑問を申し上げ、市長のお考えを伺いたく存じます。

１．「市大の大学改革に負債ということを理由に持ち出したことはないこと」に関して

　市長が「負債を理由として大学改革を進めているのではない」という固い信念をお持ちであること了解いたしました。

03年２月、市長の諮問機関「あり方懇」が出した答申は、改革の理由の一つに市大の負債問題を取り上げています。これは市長の改革意図に反するものと考えますが、それに対して市長は反論または批判をされておりますか。お教しえいただきたく存じます。また、もし反論も批判もなさらなかったとすれば、その理由をお示し願います。

２．「トップダウンではなかったこと」について

　去る4月20日付け東京新聞の特集記事で、市大の小川学長が「改革が進むなら中田市長のトップダウンで構わない」と発言し、「市長の意向を受けての改革案づくりだったことを認めた」ことについて、どうお考えですか。市長の見解と真っ向から対立する発言だと思いますが、小川学長にこの発言の訂正を求めますか。それとも東京新聞に再度「誤報」の抗議をなさいますか。

３．「密室審議ではなかったこと」について

　市立大学改革推進・プラン策定委員会が「改革案」をまとめる過程で委員会のメンバーに緘口令をしいたこと、教員の任期制等重要な問題で教授会の審議を経なかったこと等、についてどうお考えですか。また、こういうやり方について批判されたことはございますか。

４．市大への毎年の繰入額の「訂正」について

　毎年の繰入額について事実上間違いを認めて「訂正」されたことを嬉しく思います。その上で伺いますが、毎年の繰入額（病院を除いて約120億円）の中には、市大にかかわる政府からの助成金・補助金等が含まれていないのでしょうか。もし入っていたならば、それらを除いた純粋な市財政による負担額をお教え願いたく、お願い申し上げます。

以上

